
七
七

大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
（
三
）

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
慶
応
期
よ
り
明
治
一
〇
年
代
の
大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
近
江
屋
市
兵
衛
家
は
、
文
政
末

年
頃
、
近
江
屋
長
兵
衛
家
か
ら
分
家
し
、
文
政
・
天
保
初
年
に
は
阿
波
へ
の
干
鰯
販
売
な
ど
を
積
極
的
に
展
開
し
た
が
、
二
代
目
市
兵
衛
が

天
保
一
三
年
頃
死
去
し
た
た
め
、
幼
少
の
子
供
は
本
家
近
江
屋
長
兵
衛
家
に
引
き
取
ら
れ
、
商
売
は
中
断
し
た（

（
（

。

　

安
政
二
年（
一
八
五
五
）、三
代
目
市
兵
衛
が
経
営
を
再
開
し
た
が
、こ
れ
が
後
に
大
阪
の
経
済
界
を
リ
ー
ド
し
た
田
中
市
兵
衛
で
あ
っ
た
。

簡
単
に
、
田
中
市
兵
衛
の
事
績
を
紹
介
し
て
お
く
と
、
干
鰯
屋
を
再
興
し
た
市
兵
衛
は
、
た
ち
ま
ち
頭
角
を
現
し
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）

に
は
肥
物
商
組
合
結
成
の
惣
代
と
な
り（

（
（

、
ま
た
北
海
道
産
物
商
社
設
立
に
も
加
わ
っ
た（

（
（

。
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
に
は
、
第
四
十
二
国

立
銀
行
の
設
立
に
尽
力
し
て
、
そ
の
頭
取
と
な
っ
た（

（
（

。
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
に
は
、
五
代
友
厚
ら
が
設
立
し
た
関
西
貿
易
会
社
に

関
連
し
て
北
海
道
に
渡
っ
た
。
五
代
が
北
海
道
開
拓
使
の
官
有
物
払
い
下
げ
を
受
け
て
交
易
を
行
お
う
と
し
、
そ
の
視
察
の
た
め
で
あ
っ

た
。
し
か
し
こ
れ
は
同
年
、
払
い
下
げ
反
対
運
動
が
起
き
て
、
中
止
と
な
っ
た
（
北
海
道
開
拓
使
官
有
物
払
い
下
げ
事
件
）。
明
治
一
七

年
（
一
八
八
四
）
に
、
神
戸
桟
橋
株
式
会
社
が
発
足
す
る
と
、
そ
の
相
談
役
、
や
が
て
社
長
と
な
っ
て
貿
易
の
振
興
に
努
め
た
。
ま
た
明
治

大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
（
三
）

白
川
部　

達　

夫



七
八

一
八
年
（
一
八
八
五
）
に
は
、
阪
堺
鉄
道
の
設
立
、
さ
ら
に
山
陽
、
九
州
以
下
大
阪
に
関
連
す
る
鉄
道
の
創
立
に
関
連
し
た
。
他
に
も
日
本

生
命
以
下
多
く
の
会
社
の
設
立
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
に
は
大
阪
商
船
会
社
の
監
査
役
、
同
二
八
年
に
は
社
長

と
な
り
、
同
社
の
基
礎
を
固
め
た
。
第
四
十
二
銀
行
の
経
営
と
大
阪
商
船
会
社
が
田
中
の
大
阪
財
界
で
の
基
盤
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
明

治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
に
は
、
第
三
代
大
阪
商
業
会
議
所
会
頭
（
後
、
大
阪
商
工
会
議
所
）
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
日
本
綿
花
の
創
業
に

か
か
わ
り
、
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
に
社
長
と
な
っ
た
が
、
経
営
は
不
振
で
挽
回
で
き
な
い
ま
ま
、
相
場
に
失
敗
し
て
財
界
か
ら
引
退

し
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
亡
く
な
っ
た
。

　

田
中
は
家
業
の
肥
料
商
と
し
て
頭
角
を
現
し
、
大
阪
肥
料
取
引
所
理
事
長
に
も
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
本
領
は
、
大
阪
の
急
激
な
近
代
化

の
な
か
で
各
種
会
社
の
創
立
と
運
営
に
か
か
わ
り
、
経
営
者
と
し
て
優
れ
た
手
腕
を
発
揮
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
肥
料

商
と
し
て
は
、
仲
買
問
屋
に
と
ど
ま
り
、
大
規
模
化
は
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
慶
応
期
か
ら
明
治
一
〇
年
代
の
仕
入
れ
状
況
を
分
析
し
て
、
当
該
期
の
大
阪
干
鰯
屋
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
地
名

に
つ
い
て
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
を
含
む
が
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
大
阪
・
東
京
の
表
記
を
統
一
し
て
使
う
こ
と
に
す
る
。

一　

慶
応
三
年
〜
明
治
六
年
の
買
付
け
状
況

　

表
１
に
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
か
ら
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
ま
で
の
仕
入
れ
状
況
を
示
し
た（

（
（

。

　

買
付
け
銀
高
か
ら
見
て
い
く
と
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の
銀
六
九
八
貫
目
を
初
め
と
し
て
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
三
二
九
八

貫
目
ま
で
急
速
に
仕
入
れ
が
拡
大
し
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
や
や
停
滞
す
る
も
の
の
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
は
四
〇
五
一
貫

目
、明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
は
三
八
四
〇
貫
目
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
が
、帳
簿
で
確
認
で
き
る
近
江
屋
市
兵
衛
家
の
買
付
け
の
ピ
ー



七
九

大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
（
三
）

明治 3 年 明治 4 年 明治 5 年 明治 6 年

俵 貫目（貫） 代銀（匁） 俵 貫目（貫） 代銀（匁） 俵 貫目（貫） 代銀（匁） 俵 貫目（貫） 代銀（匁）

520 19,669 300 18,000 
399 49,497 

453 50,451 535 2,595 58,641 1,601 16,412 
1,774 53,430 651 12,203 39,304 434,865 8,791 109,384 

512 16,263 120 2,520 242 3,264 2,678 36,282 
6,083 138,154 1,985 41,986 664 7,587 551 8,873 

785 18,162 59 1,160 
500玉 18,500 

898 25,186 453 2,240 35,276 240 2,470 3,752 48,382 

500玉 10,052 269,695 4,996 142,436 43,104 507,988 17,373 219,333 

268 1,874 2,475 18,312 
470 8,109 72,342 819,590 67,813 821,829 

39,917 1,127,067 32,751 644,648 22,124 590,459 77,435 897,565 
8,689 197,882 9,618 182,323 2,414 31,368 994 12,677 

736 20,614 563 11,135 116 2,749 
5,962 163,960 10,192 203,870 94,368 907,929 968 2,821 188,465 

55,304 1,509,523 53,031 1,038,949 192,078 2,362,354 968 151,654 1,941,596 

100 2,400 64 985 
176 4,719 1,053 21,060 29,632 293,808 13,996 165,586 

9,480 289,035 8,109 183,155 1,909 19,175 
6,867 152,039 6,703 119,055 4,252 46,343 
3,133 92,818 1,121 26,131 

246/557玉 19,121 
5,056 133,650 1,868 61 34,655 152/271玉 17,318 

24,712 672,261 16,987 349,402 35,854 396,381 398/828玉 14,060 203,009 

89 1,334 47 3,795 14,046 125,233 31,057 401,142 
9,441 69,891 3,816 70,063 26,835 282,796 39,591 474,494 
4,846 271,119 10,791 149,374 17,376 229,616 
6,461 229,317 4,603 91,317 1,042 9,062 4,269 55,934 

310 6,049 788 17,014 
200玉 6,250 50玉 1,831 

1,000 151,069 1,000 98,975 100 5,263 750 73,392 
4,640 124,527 175 2,990 79,656 10 29,847 207,360 35/328玉 11,857 155,910 

1,000 25,476 847,256 1222/200玉 11,409 350,056 82,871 785,136 785/378玉 104,938 1,409,335 

89 1,334 1,020 73,915 635 14,314 188,148 300 33,596 454,852 
128,040 5,990 111,434 168,112 1,831,059 130,190 1,571,292 

54,754 1,703,483 40,980 830,323 35,066 762,272 97,489 1,163,463 
28,100 717,392 22,909 434,682 8,371 94,359 5,815 77,484 
4,655 131,594 1,121 26,131 932 18,344 904 19,763 

500玉 18,500 200玉 6,250 246/607玉 20,952 
1,000 151,069 1,000 98,975 100 5,263 750 73,392 

16,556 447,323 175 15,422 318,802 1,878 124,517 1,152,414 1554/599玉 18,429 459,572 

1000/500玉 104,153 3,298,735 2195/200玉 86,422 1,900,512 2,613 351,312 4,051,858 2850/1206玉 286,424 3,840,771 

鰯買日記」、大阪大学経済史経営史資料室所管、田中市兵衛家文書、明治 6 年11月「干鰯買日記」。



八
〇

表 1　慶應・明治初期の仕入れ状況

場所 仲間 品目
慶應 3 年 明治元年 明治 2 年

俵 貫目（貫） 代銀（匁） 俵 貫目（貫） 代銀（匁） 俵 貫目（貫） 代銀（匁）

江戸 干鰯
問屋

干鰯
その他 1,411 47,967 

大坂

仲買

干鰯 724 93,178 48 719 
〆粕 486 18,363 7,899 240,324 
鯡粕 1,494 45,205 2,323 48,547 4,644 155,350 
羽鯡 588 24,573 
数子・白子 148 5,260 1,818 93,443 
種粕・玉粕 500玉 15,000 430玉 12,360 
その他 1,605 46,034 2,060 46,865 1,353 33,846 

小計 3,585 202,780 4,579 116,390 430玉 16,301 559,896 

松前・
荷受・
商社

干鰯 494 7,762 
〆粕 4,664 110,390 
鯡粕 76 2,192 36,017 729,462 6,891 277,759 
羽鯡 953 31,457 906 51,717 
数子・白子 1,837 31,232 7,171 185,441 
その他 1,366 35,620 22,785 156,891 2010本 16,025 693,074 

小計 8,896 210,892 66,468 1,079,556 2010本 23,822 1,022,550 

その他

干鰯 1,315 19,070 229 49,356 
〆粕 26 576 
鯡粕
羽鯡
数子・白子 3,660 118,136 
種粕・玉粕 1,587 23,623 210玉 6,700 
その他 26 576 78/58.2石 2,226 117,584 38/ 2 本/20石 23,751 

小計 52 1,153 8,788 278,414 267/210玉/ 2
本/20石  79,807 

不明

干鰯 22 924 204 16,799 
〆粕 2  1,641 39,747 
鯡粕 2,810 57,285 4,123 142,446 
羽鯡 1,777 34,434 
数子・白子 295 7,660 26 645 65 1,620 
種粕・玉粕 5,699 99,740 500玉 25,250 
糠 1,700 165,661 
その他 91 1,120 30,093 1,039 24,929 258.5/ 5 本 65 11,217 

小計 11,587 235,447 1,065 42,373 1958.5/500玉
/ 5 本 6,030 380,627 

小計

干鰯 724 22 94,102 200 1,810 44,350 229 49,356 
〆粕 2  7,742 169,076 8,075 240,324 
鯡粕 4,380 104,682 38,340 778,008 15,657 575,555 
羽鯡 953 31,457 3,271 110,724 
数子・白子 2,132 38,892 11,004 309,482 1,882 95,063 
種粕・玉粕 5,699 99,740 500玉 1,587 38,623 1140玉 16,025 44,310 
糠 1,700 165,661 
その他 91 5,528 160,291 78/58.2石 28,110 346,269 296.5/2017本/20石 17,443 761,888 

合計 735 26,457 698,239 278/58.2石
/500玉 80,852 1,516,732 2225.5/1140玉

/2017本/20石 62,354 2,042,881 

出典：東洋大学井上円了記念博物館所蔵・近江屋市兵衛家文書45番、慶応 3 年正月「干鰯買日記」、50番明治 5 年正月「干



八
一

大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
（
三
）

ク
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
万
延
改
鋳
に
と
も
な
う
物
価
騰
貴
が
あ
り
、
幣
制
の
混
乱
も
あ
っ
た
の
で
、

一
概
に
は
い
え
な
い
が
、
買
付
け
重
量
合
計
で
も
銀
高
に
並
行
し
て
増
加
の
趨
勢
に
あ
り
、
取
引
が
拡

大
し
て
い
た
こ
と
は
い
え
る
。

　

幣
制
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
と（

（
（

、
万
延
改
鋳
後
、
西
国
で
は
銀
貨
が
下
落
し
、
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
に
は
近
江
屋
の
帳
簿
で
金
一
両
に
銀
二
一
九
匁
六
分
ま
で
に
な
っ
た（

（
（

。
こ
う
し
た
な
か

で
新
政
府
は
同
年
五
月
に
銀
目
停
止
を
命
じ
て
、
上
方
の
銀
遣
い
を
禁
止
し
た
。
そ
の
後
、
混
乱
が
や

や
収
ま
り
、
金
一
両
に
銀
一
〇
〇
匁
で
換
算
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
金
建
で
書
か
れ
て

い
る
場
合
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
は
近
江
屋
の
基
準
に
し
た
が
い
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

か
ら
は
金
一
両
銀
一
〇
〇
匁
で
銀
に
換
算
し
た
。
ま
た
近
江
屋
で
は
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
か
ら
円

計
算
が
基
準
と
な
っ
た
。
政
府
は
金
一
両
は
一
円
と
定
め
た
の
で
、
一
円
は
銀
一
〇
〇
匁
と
さ
れ
た
。

こ
こ
で
も
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
計
算
し
て
い
る
。

　

買
付
け
先
に
つ
い
て
は
、
表
２
に
東
京
干
鰯
問
屋
、
干
鰯
屋
仲
間
、
松
前
問
屋
お
よ
び
荷
受
問
屋
と

商
社
、
そ
の
他
、
不
明
と
分
け
て
、
取
扱
銀
高
と
そ
の
比
重
を
示
し
た
。

　

江
戸
問
屋
と
の
取
引
は
、
こ
の
時
期
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
は
身
欠
き

鯡
を
東
京
干
鰯
問
屋
の
喜
多
村
富
之
助
か
ら
購
入
し
て
い
る
が
、
喜
多
村
は
大
阪
に
出
店
を
も
っ
て
い

た
の
で
、
そ
こ
か
ら
の
購
入
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
は
同
じ
く
和
泉
屋

三
郎
兵
衛
か
ら
干
鰯
五
二
〇
俵
を
購
入
し
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
は
喜
多
村
富
之
助
か
ら
鹿
島
秋

引
き
干
鰯
三
〇
〇
俵
と
相
州
小
麦
二
九
九
俵
、
南
部
大
豆
一
〇
〇
俵
が
買
付
け
ら
れ
て
い
る
。
明
治
四

表 2　慶応・明治初年の買付先の比重（%）

分類 慶応 3 年 明治元年 明治 2 年 明治 3 年 明治 4 年 明治 5 年 明治 6 年
東京問屋 6.9 1.0 1.8
仲間 29.0 7.7 27.4 8.2 7.5 12.5 5.7
松前・荷受 30.2 71.2 50.1 45.8 54.7 58.3 50.6
その他 0.2 18.4 3.9 20.4 18.4 9.8 5.3
不明 33.7 2.8 18.6 25.7 18.4 19.4 36.7
合計 100.0 100.1 100.0 100.1 100.0 100.0 100.1

出典：表 1 に同じ。



八
二

年
、
同
六
年
は
、
東
京
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
全
体
に
東
京
問
屋
か
ら
の
買
付
け
は
多
く
は
な
か
っ
た
。
近
江
屋
の

「
干
鰯
買
日
記
」の
記
載
対
象
は
、自
ら
の
買
い
荷
だ
け
で
、東
京
干
鰯
問
屋
の
送
り
荷
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
阪
の
干
鰯
屋
仲
間
と
の
取
引
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
と
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
が
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
く
高
い
比
率
を
占

め
た
以
外
は
、全
体
に
低
調
と
な
っ
て
い
っ
た
。た
だ
不
明
の
な
か
に
干
鰯
屋
仲
間
の
屋
号
や
名
前
に
近
似
す
る
も
の
が
相
当
数
い
る
の
で
、

こ
れ
を
見
込
む
と
そ
れ
な
り
の
数
字
に
は
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
新
政
府
は
、函
館
生
産
会
所
を
設
立
し
て
、

干
鰯
屋
仲
間
を
廃
し
た
。仲
間
は
再
三
そ
の
存
続
を
願
い
出
て
、函
館
産
物
売
捌
人
の
名
義
を
与
え
ら
れ
た
。そ
の
後
、明
治
六
年（
一
八
七
三
）

に
肥
物
商
組
合
結
成
を
願
い
出
て
認
め
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
間
、
干
鰯
屋
仲
間
の
地
位
は
不
安
定
で
あ
っ
た
が
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）

の
仲
間
名
簿
と
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
組
合
結
成
願
い
の
間
に
、
新
た
に
加
わ
っ
た
ら
し
い
も
の
も
あ
る
程
度
で
、
全
体
に
変
化
は
少

な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る（

（1
（

。

　

松
前
問
屋
、
荷
受
問
屋
な
ど
は
近
江
屋
の
買
付
け
の
中
心
と
な
っ
た
。
通
常
で
は
買
付
銀
高
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
、
多
い
と
き
で

は
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ん
だ
。
近
世
で
は
、
北
海
道
産
品
は
松
前
問
屋
が
取
扱
い
、
こ
れ
を
干
鰯
屋
仲
間
（
松
前
東
組
）
が
仲
買
し
て
小

売
へ
販
売
し
た
。
し
か
し
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
北
海
道
産
物
商
社
が
結
成
さ
れ
て
五
常
組
と
称
し
、
翌
年
北
海
道
産
物
商
社
稲
花
組

が
設
立
さ
れ
た
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
は
両
者
が
合
併
し
て
第
一
北
海
道
産
物
商
社
と
な
っ
た
が
、
短
期
で
解
散
し
た
。
そ
の
後
、

明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
に
は
、
荷
受
問
屋
一
番
組
が
で
き
て
、
干
鰯
屋
で
も
問
屋
的
性
格
が
強
か
っ
た
も
の
が
参
加
し
て
松
前
問
屋
に

代
わ
る
問
屋
と
し
て
再
編
さ
れ
た（

（1
（

。

　

近
江
屋
の
取
引
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
は
、
す
べ
て
近
世
の
松
前
問
屋
が
相
手
で
あ
っ
た
。
松
前
問

屋
で
は
木
屋
市
兵
衛
、
菊
屋
利
助
、
近
江
屋
惣
七
、
越
後
屋
助
七
、
和
泉
屋
市
兵
衛
、
布
屋
和
助
、
新
保
屋
吉
治
郎
、
近
江
屋
熊
蔵
、
島
屋

重
治
郎
、
金
沢
仁
作
ら
か
ら
の
買
付
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
商
社
で
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
か
ら
五
常
組
、
稲
花
組
、
北
海
商
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社
、
加
島
屋
商
会
な
ど
と
の
取
引
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
他
で
は
、主
と
し
て
大
阪
市
中
や
近
郊
の
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
比
重
が
も
っ
と
も
高
か
っ
た
の
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）

の
二
〇
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
明
治
二
年
、
同
四
年
が
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
台
と
な
り
こ
れ
に
近
か
っ
た
。
こ
の
取
引
は
木
屋
与
兵
衛
と
の
も

の
が
中
心
で
あ
っ
た
。
同
人
は
越
中
高
岡
の
綿
場
に
買
次
人
の
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
買
次
だ
っ
た
木
屋
市
郎
兵
衛
支
配
だ
っ

た
と
さ
れ
る
。
越
中
高
岡
に
は
幕
末
・
明
治
前
半
に
隆
盛
と
な
っ
た
同
国
新
川
木
綿
の
原
料
と
な
る
繰
綿
を
大
阪
か
ら
仕
入
れ
る
問
屋
が
あ

り
、
そ
の
買
次
に
あ
た
っ
た
大
阪
綿
問
屋
の
一
人
で
あ
っ
た
。
木
屋
は
、
帰
り
荷
と
し
て
鯡
粕
・
羽
鯡
な
ど
を
大
阪
へ
運
び
販
売
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る（

（1
（

。
木
屋
市
郎
兵
衛
は
荷
受
問
屋
一
番
組
に
も
木
谷
市
郎
兵
衛
と
し
て
名
前
が
見
え
る
の
で
、
そ
の
関
係
で
肥
料
売
買
に
も
参
加

し
た
の
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
ほ
か
の
年
は
泉
州
大
津
、
佐
野
、
箱
作
や
和
歌
山
、
宇
和
島
の
肥
料
商
、
摂
津
西
成
郡
野
里
村
の
も
の
な
ど
か
ら
の
買

付
け
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
宇
和
島
問
屋
小
堀
喜
之
助
か
ら
は
宇
和
粕
な
ど
を
仕
入
れ
て
い
た
。
関
東
粕
の
入
荷
が
低
迷
し
て
い
る
な
か
で
、

近
江
屋
は
宇
和
粕（
鰯
〆
粕
）を
買
付
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
阪
肥
料
市
場
は
安
政
期
か
ら
鯡
粕
な
ど
北
海
道
産
品
が
中
心
と
な
り
、

価
格
も
低
下
し
た
の
で
、
佐
伯
・
宇
和
な
ど
西
国
物
な
ど
は
、
価
格
競
争
に
敗
れ
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
が（

（1
（

、
関
東
干
鰯
・
〆
粕
の
低
迷
の

な
か
で
、西
国
物
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
地
域
に
よ
り
干
鰯
・
〆
粕
の
需
要
も
根
強
く
あ
っ
た
た
め
、

近
江
屋
も
仕
入
れ
に
努
力
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

不
明
は
、
所
在
の
不
明
な
人
物
と
の
取
引
を
記
載
し
て
い
る
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
よ
う
に
三
〇
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
る
年
も
あ
る
。
和
泉
屋
七
兵
衛
、同
善
助
、同
宇
吉
、同
豊
吉
、近
江
屋
喜
兵
衛
、同
五
助
、平
野
屋
専
蔵
、兵
庫
屋
清
次
郎
、

鷲
屋
与
七
ら
は
干
鰯
屋
仲
間
に
も
屋
号
が
あ
る
が
、
残
さ
れ
た
名
簿
と
名
前
が
完
全
に
一
致
し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
と
に
幕
末
か

ら
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
ま
で
名
簿
が
欠
け
て
い
る
の
で
、
こ
の
間
の
名
義
変
更
で
対
照
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
の
可
能
性
が
高
い
。
し

た
が
っ
て
名
前
を
対
照
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、仲
間
の
比
率
は
も
っ
と
高
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。不
明
の
な
か
で
特
徴
的
な
の
は
、



八
四

糠
の
取
引
が
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
か
ら
播
磨
屋
清
兵
衛
、
同
万
一
郎
、
八
幡
屋
利
兵
衛
ら

と
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
糠
は
、
堺
に
江
戸
積
包
糠
問
屋
が
あ
り
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）

の
記
録
に
は
、
播
磨
屋
万
之
助
が
仲
間
名
と
し
て
あ
が
っ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
播
磨
屋
万
一
郎
も
そ

の
関
連
者
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

少
し
重
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
つ
ぎ
に
表
３
に
よ
っ
て
取
引
品
目
に
つ
い
て
検
討
し
て
お

こ
う
。

　

干
鰯
は
慶
応
三
年
以
降
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
ま
で
低
迷
し
て
い
る
。
東
京
干
鰯
問
屋

と
の
取
引
は
、
近
江
屋
の
直
接
買
付
け
で
は
な
く
、
送
り
荷
が
中
心
で
あ
っ
た
よ
う
で
こ
こ
に

は
現
れ
な
い
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
で
は
、
干
鰯
屋
仲
間
柴
屋
嘉
介
、
志
方
屋
伊
兵
衛
、

近
江
屋
千
助
か
ら
房
総
半
島
南
部
の
本
場
干
鰯
七
二
四
俵
を
購
入
し
て
い
る
。
ま
た
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
は
、
加
島
屋
商
会
の
宇
和
干
鰯
と
東
京
問
屋
の
喜
多
村
か
ら
の
買
付
け
が
中
心

で
、
そ
の
他
に
地
廻
り
と
称
さ
れ
る
大
阪
湾
周
辺
の
も
の
が
あ
っ
た
。

　

〆
粕
は
鰯
〆
粕
に
限
定
し
て
い
る
が
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）、
明
治
五
、六
年
が
高
い
比

率
を
占
め
た
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
は
タ
ル
マ
イ
鰯
粕
が
中
心
で
、
そ
の
後
、
宇
和
粕
が

中
心
と
な
っ
た
。
明
治
五
、六
年
で
は
、
北
海
商
社
、
加
島
商
社
な
ど
か
ら
大
量
に
購
入
し
て

い
る
。

　

鯡
粕
・
羽
鯡
は
全
体
の
比
重
が
高
く
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
は
合
計
し
て
七
三
パ
ー

セ
ン
ト
に
も
な
っ
た
。
そ
の
他
の
な
か
に
は
オ
タ
ル
ナ
イ
、
唐
太
、
ア
ツ
タ
、
タ
ル
マ
イ
な
ど

表 3　明治初期の買付品目の比重

品目 慶應 3 年 明治元年 明治 2 年 明治 3 年 明治 4 年 明治 5 年 明治 6 年
干鰯 13.5 2.9 2.4 0.0 3.9 4.6 11.8
〆粕 24.2 0.0 11.8 3.9 5.9 45.2 40.9
鯡粕 15.0 51.3 28.2 51.6 43.7 18.8 30.3
羽鯡 4.5 0.0 5.4 21.8 22.9 2.3 2.0
数子・白子 5.6 20.4 4.7 4.0 1.4 0.5 0.5
種粕・玉粕 14.3 2.6 2.2 0.6 0.3 0.0 0.6
糠 0.0 0.0 8.1 4.6 5.2 0.1 1.9
その他 23.0 22.8 37.3 13.6 16.8 28.4 12.0
合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

出典：表 １ に同じ。
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北
海
道
の
生
産
地
名
だ
け
で
呼
ば
れ
て
い
る
品
物
が
あ
り
、
鯡
粕
の
可
能
性
が
高
い
の
で
、
こ
れ
が
入
る
と
比
重
が
高
く
な
る
。
し
か
し
タ

ル
マ
イ
な
ど
鰯
粕
生
産
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
確
定
で
き
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
不
明
に
し
て
あ
る
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

な
ど
は
、
こ
う
し
た
も
の
が
多
い
の
で
、
実
際
に
は
比
重
は
も
っ
と
高
く
な
る
と
見
ら
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
明
治
五
、六
年
は
宇
和
粕
の
購
入

が
大
き
か
っ
た
た
め
、
比
重
が
低
下
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

数
子
・
白
子
は
、
比
重
は
低
く
な
る
も
の
の
、
一
定
数
購
入
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
種
粕
・
玉
粕
と
糠
で
あ
る
が
、
近
江
屋
は
干
鰯
屋
仲
間
で
あ
り
、
魚
肥
が
商
売
の
中
心
だ
っ
た
の
で
、
近
世
に
は
ほ
と
ん
ど
取

引
が
な
か
っ
た
品
物
で
あ
る
。
こ
れ
が
明
治
に
な
る
と
一
定
の
比
重
で
買
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
流
通
組
織
が
魚
肥
と
は
違
う
の
で
よ
く
わ

か
ら
な
い
面
が
あ
る
が
、糠
は
堺
に
西
国
物
が
集
荷
さ
れ
、そ
こ
か
ら
江
戸
に
送
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
か
か
わ
る
も
の
か
ら
の
購
入
で
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。

二　

明
治
七
年
よ
り
明
治
一
〇
年
代
の
買
付
の
動
向

　

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
か
ら
近
江
屋
の
帳
面
は
円
建
て
が
中
心
と
な
る
。
こ
こ
で
は
明
治
六
年
「
干
鰯
買
日
記
」
に
よ
っ
て
検
討
を
加

え
た
い（

（1
（

。
本
帳
面
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
一
一
月
か
ら
の
記
載
で
あ
る
が
、
こ
の
年
は
わ
ず
か
し
か
記
録
が
な
く
、
実
質
的
に
は
明

治
七
年
（
一
八
七
四
）
正
月
か
ら
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
た
め
明
治
六
年
分
は
、
前
項
に
移
し
て
計
算
し
て
い
る
。
表
4
―

１
、
2
に
よ
っ

て
全
体
の
動
向
を
見
る
と
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
は
、
買
付
高
三
万
五
〇
〇
〇
円
余
と
な
っ
て
い
る
。
一
円
は
銀
一
〇
〇
匁
に
換
算

さ
れ
る
の
で
、
銀
に
す
る
と
三
五
〇
〇
貫
目
余
と
な
る
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
か
ら
比
べ
る
と
若
干
、
買
付
け
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
は
、
三
万
三
〇
〇
〇
円
と
さ
ら
に
低
下
し
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
は
八
〇
〇
〇
円
台
と
な
っ
た
。
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明治10年 明治11年 明治12年
俵 貫目（貫）代金（円） 俵 貫目（貫）代金（円） 俵 貫目（貫）代金（円）

1,899 222 58 12 1,384 348

29 5

1,899 222 58 12 1,413 353

2,000 634
18,520 3,000
43,513 6,534 750 147 60 14

842 127

62,876 9,662 750 781 60 14

9,970 1,167

1,109 15 2,101 860 2,372

9,985 3,268 2,372

600 120 123 31
362 80

58 7

58 7 600 120 485 110

2,000 634
18,520 3,000
55,382 7,923 1,408 278 1,567 392

362 80

1,109 915 2,235 860 29 2,378

1,109 74,817 13,159 2,000 1,408 912 860 1,958 2,849
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場所 仲間 品目
明治 7 年 明治 8 年 明治 9 年

俵 貫目（貫）代金（円） 俵 貫目（貫）代金（円） 俵 貫目（貫）代金（円）
東京 干鰯問屋 干鰯

大阪

仲買

干鰯 6,771 850 105 177 36
〆粕 467 113 2,341 860 29 5
鯡粕 4,673 896 4,677 844
羽鯡 4,919 973 4,852 873
数子・白子 80 24 984 175
種粕 300玉 101 500玉 134
その他 4,456 789 1,361 197

小計 300玉 21,367 3,745 14,215 2,950 105/500玉 206 175

荷受・
商社

干鰯 5,346 850 4,107 646
〆粕 1,258 258 1,096 244
鯡粕 29,994 6,072 50,022 9,090 9,251 1,091
羽鯡 22 4 21,234 2,845 8,262 1,029
数子・白子 2,683 448 5,337 609
種粕 700玉 19,589 4,406 6,970 14,756 200玉 54
その他 65,385 11,042 5,079 741 200 38 433

小計 700玉 121,594 22,632 91,192 28,771 200/200玉 22,889 3,215

その他

干鰯
〆粕 201 47
鯡粕 4,567 582
羽鯡 639 81
数子・白子 4,484 476
種粕 1191玉 304 1250玉 303
糠 250 171
その他 14/35玉 366 130 125/250箇 590

小計 1205/35玉 1,005 515 201 47 375/1250玉
/250箇 9,051 2,123

不明

干鰯 233 132
〆粕 296 50
鯡粕 13,884 2,381 2,467 408 13,254 1,852
羽鯡 8,999 1,192 5,580 847 150 15
数子・白子 839 197 215 31
種粕 3750玉 1,366
糠 1,050 807 875 609
その他 869 12,048 2,314 19 51

小計 1919/3750玉 36,067 8,438 8,048 1,305 875 13,619 2,506

小計

干鰯 233 12,117 1,832 4,107 646 105 177 36
〆粕 2,021 421 3,638 1,151 29 5
鯡粕 48,551 9,349 57,167 10,342 27,073 3,526
羽鯡 14,579 2,250 31,667 4,566 8,412 1,043
数子・白子 920 221 3,668 623 10,036 1,115
種粕 5941玉 6,175 6,970 14,756 1950玉 491
糠 1,050 807 1,125 780
その他 869/35玉 82,256 14,274 19 6,440 989 325/250箇 38 1,024

合計 1102/5976
玉 160,444 35,329 19 113,656 33,072 1556/1950

玉/250箇 45,765 8,019

表 4 − 1 　明治10年代前後の仕入れ状況

出典：大阪大学経済史経営史史料室所管・近江屋市兵衛家文書、明治 6 年11月「干鰯買日記」。



八
八

明治16年 明治17年 明治18年
俵 貫目（貫）代金（円） 俵 貫目（貫）代金（円） 俵 貫目（貫）代金（円）

453 55
2,685 354

8,181 1,272 766 97

20石 259 565 55

8,181 1,531 3,138 410 1,331 152

6,565 853

5,501 922 3,601 468 39,796 5,698
155 28 164 22

1,990 291

12,220 1,803 3,601 468 41,950 6,010

3,312 553

3,312 553

23,433 4,916 15,646 2,103
10,133 1,289

53,047 7,161

33,565 6,205 68,693 9,264

6,565 853 453 55
2,685 354

40,427 7,663 19,247 2,571 40,562 5,795
10,287 1,317 164 22

1,990 291

259 53,047 7,161 565 55

20石 57,279 10,092 75,431 10,142 43,281 6,162
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場所 仲間 品目
明治13年 明治14年 明治15年

俵 貫目（貫）代金（円） 俵 貫目（貫）代金（円） 俵 貫目（貫）代金（円）
東京 干鰯問屋 干鰯 759 4,422 2,075 809 1,050

大阪

仲買

干鰯 391 67
〆粕
鯡粕 90 26
羽鯡
数子・白子
種粕
その他

小計 481 92

荷受・
商社

干鰯
〆粕
鯡粕 2,541 790 18,779 4,226 73,575 16,704
羽鯡 2,240 464
数子・白子
種粕
その他 166 294

小計 2,541 790 21,019 4,690 73,575 16,998

その他

干鰯
〆粕
鯡粕 4,423 986
羽鯡
数子・白子
種粕
糠
その他 82.4石 276 18,957 3,830

小計 276 23,380 4,816

不明

干鰯 22 5 177 33
〆粕 3,236 1,044 5,244 1,046
鯡粕 377 117 1,113 245 15,309 3,326
羽鯡
数子・白子 484 177
種粕
糠 300 327
その他 515 125 764

小計 4,098 1,337 6,504 2,387 15,486 3,359

小計

干鰯 759 391 2,141 22 1,055 177 33
〆粕 3,236 1,044 5,244 1,046
鯡粕 3,008 932 19,891 4,471 93,307 21,016
羽鯡 0 0 2,240 464
数子・白子 484 177
種粕
糠 300 327
その他 125 1,041 166 18,957 4,124

合計 759 7,120 4,294 27,522 8,403 166 112,441 25,173

表 4 − 2 　明治10年代前後の仕入れ状況

出典：大阪大学経済史経営史史料室所管・近江屋市兵衛家文書、明治 6 年11月「干鰯買日記」。



九
〇

明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
は
再
び
一
万
三
〇
〇
〇
円
台
に
回
復
す
る
が
、
翌
一
一
年
に
は
九
〇
〇
〇

円
と
最
低
と
な
る
。
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
か
ら
回
復
し
て
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
に
は

二
万
五
〇
〇
〇
円
に
な
る
が
、
そ
の
後
も
、
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
ま
で
そ
れ
ほ
ど
増
加
し
て
い

な
い
。

　

表
に
現
し
た
動
向
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
干
鰯
買
日
記
」
は
、
明
治
一
〇
年

（
一
八
七
七
）
ま
で
は
、
日
付
を
追
っ
て
お
り
、
年
度
の
変
わ
り
目
に
も
そ
の
旨
、
記
載
が
あ
る
。
そ

の
点
で
不
自
然
な
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
以
降
は
、
年
度
の
変
わ
り
目
も
明
記
さ
れ
ず
、
い
き
な
り
七
月

か
ら
買
付
け
の
記
載
が
現
れ
た
り
す
る
。
こ
の
た
め
年
度
の
切
れ
目
が
定
め
が
た
い
部
分
が
あ
る
。
一

応
、記
載
か
ら
判
断
し
て
、こ
の
よ
う
に
切
れ
目
を
定
め
て
み
た
が
、完
全
な
も
の
で
は
な
い
。明
治
七
、

八
年
頃
か
ら
荷
受
問
屋
的
業
務
に
展
開
し
て
い
っ
た
た
め
、
こ
の
帳
簿
に
記
載
さ
れ
な
く
な
っ
た
可
能

性
も
あ
り
、
販
売
史
料
の
分
析
を
含
め
て
今
後
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

　

表
５
に
買
付
け
の
相
手
ご
と
の
合
計
と
代
金
の
比
重
を
示
し
た
。
年
度
の
切
れ
目
が
は
っ
き
り
し
な

い
た
め
、
明
治
一
一
年
〜
同
一
八
年
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
合
計
と
比
重
も
示
し
た
。

　

東
京
は
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
干
鰯
問
屋
喜
多
村
富
之
助
よ
り
本
場
・
鹿
島
干
鰯
を
七
五
九

俵
と
重
さ
四
四
二
二
貫
目
余
、
翌
年
は
本
場
干
鰯
八
〇
九
俵
を
購
入
し
て
い
た
。
明
治
一
四
年

（
一
八
八
一
）
に
は
青
木
勘
兵
衛
殿
分
と
あ
っ
て
、
喜
多
村
が
青
木
勘
兵
衛
か
ら
販
売
を
依
頼
さ
れ
、

近
江
屋
へ
送
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

仲
買
と
の
取
引
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
補
助
的
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
が

表 5　明治10年代前後の買付先の比重（%）

関係
明治
7 年

明治
8 年

明治
9 年

明治
10年

明治
11年

明治
12年

明治
13年

明治
14年

明治
15年

明治
16年

明治
17年

明治
18年

明治11年
〜同18年

東京問屋 48.3 12.5 4.6
仲買 10.6 8.9 2.2 1.7 1.3 12.4 2.2 0.0 0.0 15.2 4.0 2.5 3.8
荷受・商社 64.1 87.0 40.1 73.4 85.6 0.5 18.4 55.8 67.5 17.9 4.6 97.5 46.4
その他 1.4 0.1 26.5 24.8 0.0 83.3 0.0 3.3 19.1 5.5 0.0 0.0 11.8
不明 23.9 4.0 31.3 0.1 13.2 3.9 31.1 28.4 13.3 61.5 91.3 0.0 33.5

合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

出典：表 4 に同じ。
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わ
か
る
。
明
治
初
年
以
来
、
干
鰯
屋
の
再
編
で
、
仲
買
と
荷
受
問
屋
と
の
区
別
も
進
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

荷
受
問
屋
・
商
社
な
ど
が
こ
の
時
期
、
近
江
屋
の
買
付
け
の
中
心
で
あ
っ
た
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
、
比
重
が
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト

と
大
き
く
下
が
る
の
は
、
そ
の
他
と
不
明
で
買
付
け
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
ち
ら
の
比
重
が
高
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
取
引
相
手
は
、
片
山
和

助
、
金
沢
仁
作
、
北
海
商
社
、
島
屋
重
次
郎
、
藤
本
太
四
郎
、
藤
野
熊
蔵
、
木
谷
与
市
郎
、
新
保
吉
治
郎
、
今
井
勢
兵
衛
、
大
一
商
社
（
第

一
北
海
道
産
物
会
社
カ
）、
宇
和
島
の
小
堀
喜
之
助
、
大
三
輪
与
一
郎
、
千
成
社
、
栖
原
幸
吉
な
ど
で
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
に
は

三
井
物
産
と
の
取
引
も
行
わ
れ
た
。
明
治
一
一
年
〜
明
治
一
八
年
ま
で
の
合
計
で
は
、
全
体
の
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
維
持
し
て
お
り
、
買
付

け
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
他
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）、
同
一
〇
年
、
同
一
五
年
に
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
比
重
を
占
め
た
が
、
外
は
そ
れ
ほ
ど
、
大

き
な
取
引
は
な
か
っ
た
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
は
、
尾
張
常
滑
の
山
本
林
兵
衛
か
ら
浮
子
一
九
〇
俵
、
大
阪
の
杉
村
正
太
郎
か
ら
種
粕

一
二
五
〇
俵
を
購
入
し
た
こ
と
と
が
比
重
を
高
め
た
要
因
で
あ
っ
た（

（1
（

。
杉
村
正
太
郎
は
、
大
坂
で
錫
屋
両
替
商
を
営
み
、
明
治
前
半
に
は
五

代
友
厚
ら
と
関
西
貿
易
社
を
結
成
、
そ
の
社
長
と
な
り
、
神
戸
桟
橋
会
社
に
も
参
画
し
た
有
力
商
人
で
あ
っ
た
。
市
兵
衛
と
は
親
し
い
関
係

で
あ
っ
た
。
市
兵
衛
の
母
の
実
家
は
近
江
屋
側
の
記
録
で
は
、
錫
屋
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
そ
の
実
家
の
可
能
性
も
あ
る（

（1
（

。
万
延

元
年
（
一
八
六
〇
）
に
は
、
錫
屋
正
太
郎
名
義
で
、
魚
肥
を
近
江
屋
か
ら
購
入
し
て
い
る
の
で
、
肥
料
小
売
も
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
は
安
治
川
西
村
久
太
郎
か
ら
九
州
米
一
一
〇
九
俵
を
買
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
明
治
一
五
年

（
一
八
八
二
）
に
は
徳
島
の
松
本
五
郎
、
久
住
九
平
か
ら
北
海
道
産
の
〆
粕
を
八
〇
〇
俵
購
入
し
て
い
る
。
久
住
は
、
近
世
で
は
阿
波
藩
の

干
鰯
平
問
屋
一
二
名
の
一
人
で
あ
っ
た（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
従
来
な
か
っ
た
買
付
け
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

不
明
は
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）、
同
九
年
、
同
一
二
年
、
同
一
四
年
、
同
一
六
年
、
同
一
七
年
と
比
重
が
高
く
な
る
年
が
多
い
。
明

治
一
二
年
以
降
は
、
買
付
け
の
絶
対
量
が
少
な
い
な
か
の
比
重
な
の
で
、
ど
こ
ま
で
評
価
し
て
よ
い
か
問
題
も
あ
る
。
し
か
し
明
治
一
一
年



九
二

〜
明
治
一
八
年
ま
で
の
合
計
で
は
、
約
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
比
率
を
占
め
て
お
り
、
近
江
屋
が

買
付
け
を
多
角
化
さ
せ
て
い
た
こ
と
は
う
か
が
え
る
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
場
合
は
、

木
曽
権
三
郎
、
泉
屋
定
之
助
、
板
原
七
兵
衛
、
中
堂
伝
七
、
栄
井
弥
助
、
光
浦
友
三
郎
、
新
屋

佐
介
、
今
治
治
兵
衛
、
田
村
宗
七
、
伊
藤
利
兵
衛
、
平
松
九
左
衛
門
、
中
野
善
蔵
、
真
瀬
利
兵

衛
ら
で
、
品
物
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
泉
屋
、
中
堂
以
外
は
、
干
鰯
屋
仲
間
に
も
荷
受
問

屋
に
も
苗
字
が
見
当
た
ら
な
い
も
の
で
、
一
時
的
に
で
も
新
し
い
取
引
先
が
拡
大
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う（

（2
（

。

　

明
治
一
一
年
〜
明
治
一
八
年
ま
で
の
合
計
で
は
、
荷
受
問
屋
・
商
社
が
中
心
で
あ
っ
た
も
の

の
、
不
明
の
比
重
も
高
か
っ
た
。
な
か
に
は
糠
、
米
な
ど
を
買
付
け
る
場
合
が
あ
っ
た
。

　

表
６
に
買
付
品
目
の
動
向
を
示
し
た
。

　

干
鰯
は
明
治
一
一
、一
三
年
（
一
八
七
八
、八
〇
）
に
高
い
比
重
を
占
め
た
以
外
は
、一
〇
パ
ー

セ
ン
ト
以
下
で
あ
っ
た
。
明
治
一
一
年
（
一
九
七
八
）
は
買
付
高
が
最
低
の
年
で
、
大
三
輪
与

一
郎
か
ら
の
買
付
が
す
べ
て
で
あ
っ
た
。
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
は
東
京
干
鰯
問
屋
喜
多

村
富
之
助
か
ら
の
買
付
け
で
あ
っ
た
。
ほ
か
の
買
付
け
が
少
な
い
の
で
、
高
い
数
値
に
な
っ
て

い
る
。
〆
粕
は
、
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
と
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
の
比
重
が
高
い

ほ
か
は
、
そ
れ
ほ
ど
高
い
比
重
は
占
め
な
か
っ
た
。
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
の
場
合
は
、

荷
受
問
屋
の
今
井
勢
兵
衛
か
ら
買
付
け
た
も
の
で
、
タ
ル
マ
イ
な
ど
と
一
緒
に
書
か
れ
て
あ
る

の
で
、
北
海
道
産
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

表 6　明治10年代前後の買付品目の動向

品目
明治
7 年

明治
8 年

明治
9 年

明治
10年

明治
11年

明治
12年

明治
13年

明治
14年

明治
15年

明治
16年

明治
17年

明治
18年

明治11年
〜同18年

干鰯 5.2 2.0 0.4 69.5 49.9 12.6 0.1 8.5 0.5 7.0
〆粕 1.2 3.5 0.1 22.8 24.3 12.5 3.5 3.6
鯡粕 26.4 31.3 44.0 60.2 30.5 13.8 21.7 53.2 83.5 75.9 25.4 94.0 63.4
羽鯡 6.4 13.8 13.0 2.8 5.5 13.1 0.4 2.8
数子・白子 0.6 1.9 13.9 4.1 4.7 0.7
種粕 17.5 44.6 6.1 0.0
糠 2.3 9.7 0.0 3.9 0.5
その他 40.4 3.0 12.8 17.0 83.4 0.0 12.4 16.4 2.6 70.6 0.9 22.1

合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

出典：表 ４ に同じ。
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鯡
粕
は
一
貫
し
て
買
付
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
は
、
そ
の
他
の
買
付
け
が
多
か
っ
た
の
で
や
や
少
な
い
が
、

そ
れ
で
も
二
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
相
応
の
比
重
を
維
持
し
て
い
る
。
荷
受
問
屋
を
中
心
に
、
仲
買
か
ら
も
買
い
入
れ
て
、
活
発
な

取
引
を
行
っ
て
い
る
。
羽
鯡
、
数
子
・
白
子
は
こ
れ
に
付
随
し
た
買
付
け
で
、
一
定
数
取
引
さ
れ
て
い
た
。
数
子
・
白
子
で
は
数
子
が
基
本

的
な
も
の
で
、
白
子
は
ご
く
わ
ず
か
だ
っ
た
。

　

種
粕
は
主
と
し
て
明
治
七
年
〜
明
治
九
年
の
間
に
買
付
け
ら
れ
た
。
比
重
は
高
く
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
は

北
海
商
社
か
ら
種
粕
一
万
一
七
一
六
玉
を
買
付
け
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
は
、
大
一
商
社
か
ら
種
粕
を

一
九
七
一
玉
買
付
け
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
は
大
阪
の
杉
村
正
太
郎
か
ら
天
満
・
淡
路
種
粕
を
一
二
五
〇
玉
買
付
け
て
い
る
。

　

糠
も
種
粕
と
と
も
に
、
新
た
に
買
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
は
、
赤
糠
一
〇
五
〇
俵
を
中
野
善
蔵
・
真
瀬
利

兵
衛
か
ら
買
付
け
て
い
る
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
は
、
堺
の
玉
谷
孫
平
か
ら
二
五
〇
俵
ほ
か
に
真
瀬
利
兵
衛
・
岡
部
宗
助
・
由
良
宗

助
・
島
田
清
兵
衛
ら
か
ら
八
七
五
俵
の
買
付
け
を
行
っ
た
。

　

そ
の
他
は
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
大
き
い
も
の
は
マ
シ
ケ
・
タ
ル
マ
イ
・
利
尻
・
小
樽
内
・
南
部
な
ど
と

表
記
さ
れ
た
鯡
と
鰯
の
区
別
が
つ
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
外
に
は
米
、
大
豆
、
麦
、
菜
種
、
鮭
塩
引
な
ど
が
買
付
け
ら
れ
て
い
る
。
米
は
明

治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
土
佐
堀
の
今
田
仁
三
郎
か
ら
豊
前
米
一
二
五
俵
を
買
付
け
、
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
に
安
治
川
の
西
村
久
三

郎
よ
り
豊
前
米
と
柳
川
新
米
を
一
一
〇
九
俵
、
翌
一
二
年
に
播
州
米
・
加
賀
米
合
わ
せ
て
八
六
〇
俵
を
買
付
け
て
お
り
、
ま
と
ま
っ
た
取
引

を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
安
治
川
は
、
淀
川
が
大
阪
湾
に
入
る
と
こ
ろ
で
分
か
れ
た
も
の
で
、
廻
船
が
入
港
す
る
ル
ー
ト
で
あ
る
の

で
、
西
村
は
そ
こ
で
西
国
米
を
扱
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
明
治
一
一
年
〜
明
治
一
八
年
ま
で
の
合
計
で
見
る
と
、
鯡
粕
が
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
中
心
で
、
そ
の
他
が
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
り
、
干
鰯
・
〆
粕
で
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
こ
れ
に
続
い
て
い
る
。



九
四

三　

東
京
干
鰯
問
屋
と
の
取
引

　

東
京
の
干
鰯
問
屋
と
の
取
引
は
別
に
も
あ
っ
て
、
全
貌
が
つ
か
み
に
く
い
。
明
治
六
年
「
買
附
・
売
附
仕
切
帳
」
は
、
帳
面
の
冒
頭
は
白

紙
が
続
く
が
、
途
中
か
ら
売
附
覚
や
買
付
覚
が
写
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
ま
た
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）、
同
一
七
年
の
仕
切
り
状
が
写
さ
れ
て

い
る
。
一
部
に
割
印
も
あ
り
、
継
続
し
て
帳
面
と
し
て
使
用
し
よ
う
と
し
た
様
子
が
あ
る
が
、
数
通
分
で
や
め
て
い
る
。
全
体
に
中
途
半
端

な
感
じ
の
帳
面
で
、
全
貌
を
示
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
面
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
東
京
の
干
鰯
問
屋
と
の
取
引
の
状
況
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
紹
介
し
た
い
。「
買
附
・
売
附
仕
切
帳
」
に
は
、
ま
ず
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

売
附
覚

　
　
本
場
新
引
越
物　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
里
舟
分

　
　
（
網
印
省
略
）　

百
六
拾
俵

　
　
　
　
外
印
口
々

　
　
（
網
印
省
略
）　

四
拾
九
俵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
舟
分

　
　
　
　

弐
手
板
〆　
　

弐
百
九
俵

　
　
　

押
込

　
　
　

俵
成
七
拾
三
匁
が
へ

　
　
　

代

　
　
　
　
（
中
略
）



九
五

大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
（
三
）

　
　
か
し
ま
入
梅
引
砂
巻

　
　
　
（
網
印
省
略
）　

百
弐
拾
俵

　
　
　
同　

八
拾
匁
が
へ

　
　
合　

千
九
百
卅
弐
俵

　
　
　
千
里
舟
分

　
　
「
此（

朱
書
）売附

分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

上
荷
帰
り
賃
に
か
へ

　
　
　
　
　

仕
切
之
節
金
三
円
五
十
銭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　

右
之
通
出
情
売
付
仕
候
、
已
上
、

　
　
　

酉
十
二
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
市
兵
衛

　
　
　
　
　

喜
多
村
富
之
助
殿

こ
れ
は
、
近
江
屋
田
中
市
兵
衛
が
、
東
京
干
鰯
問
屋
喜
多
村
富
之
助
に
売
附
額
を
報
告
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
酉
年
は
、
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
が
該
当
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
明
治
六
年
一
二
月
と
理
解
し
た
い
。
年
末
の
仕
切
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
干
鰯
一
九
三
二

俵
を
販
売
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。「
本
場
新
引
越
物
」
と
は
房
総
半
島
南
部
の
本
場
と
称
さ
れ
た
漁
場
で
、
新
た
に
網
で
引
い
た
も

の
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
、
越
物
の
意
味
は
わ
か
ら
な
い
が
、
越
長
な
ど
と
鰯
の
状
況
を
表
現
す
る
の
で
、
こ
れ
に
関
連
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。「
か
し
ま
入
梅
引
砂
巻
」
と
は
鹿
島
灘
で
梅
雨
の
時
期
に
と
れ
た
鰯
で
、
砂
が
つ
い
て
い
る
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
、
商
品
の
性
格

を
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
網
印
と
そ
の
説
明
が
あ
り
、
俵
数
が
あ
っ
て
「
押
込　

俵
成
七
拾
三
匁
が
え
」
と
あ
る
の
で
、
一
俵
平
均
銀
七
三

匁
で
売
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

明
治
五
年
「
干
鰯
買
日
記
」
で
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
喜
多
村
か
ら
近
江
屋
が
購
入
し
た
干
鰯
は
鹿
島
秋
引
三
〇
〇
俵
で
あ



九
六

り
、
こ
の
帳
面
の
記
載
と
一
致
し
な
い（

（2
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
干
鰯

一
九
三
二
俵
は
、「
干
鰯
買
日
記
」
に
記
載
さ
れ
な
い
で
販
売
さ
れ
た

の
で
あ
り
、
こ
の
荷
物
は
、
喜
多
村
が
近
江
屋
市
兵
衛
に
販
売
を
委
託

し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
記
録
を
表
７
に
示
し
た
。
明
治
六
、七
年
と
明
治

一
六
、一
七
年
の
記
事
と
に
わ
か
れ
て
い
る
。干
鰯
に
つ
い
て
い
え
ば
、

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
は
二
八
七
三
俵
、明
治
七
年
（
一
八
七
四
）

に
は
一
一
四
一
俵
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
に
は
二
一
一
五
俵
、

明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
に
は
二
二
二
一
俵
を
売
り
上
げ
て
報
告
し

て
い
る
。
ま
た
喜
多
村
の
場
合
、
同
店
の
荷
物
と
青
木
勘
兵
衛
分
と
し

て
近
江
屋
に
送
っ
た
荷
物
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
近
江
屋
は
そ
の

区
別
を
つ
け
て
、
同
じ
日
付
で
二
通
の
売
附
覚
を
送
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
干
鰯
は
、
表
４
で
も
わ
か
る
よ
う
に
い
ず
れ
も
「
干
鰯
買
日
記
」

に
は
記
載
が
な
い
。い
っ
ぽ
う
、買
附
覚
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ

た（
（2
（

。

　
　
　
　

買
附
覚

　
　
赤
巻
糠
別
改
上
々

　
　
（
網
印
省
略
）
五
百
俵

表 ７　東京問屋との売附・買付・仕切

年月日 相手 脇付
売附 買附 仕切

品目 俵数 品目 俵数 品目 俵数 代金（円）

明治 6 年12月12日 喜多村富之助 干鰯 1932
明治 6 年12月12日 喜多村富之助 青木様分 干鰯 941
明治 6 年12月12日 奥三郎兵衛 糠 500
明治 7 年 1 月 5 日 喜多村富之助 糠 1000
明治 7 年 3 月12日 喜多村富之助 干鰯 407
明治 7 年 7 月19日 喜多村富之助 青木様分 干鰯 113
明治 7 年 9 月30日 喜多村富之助 青木様分 干鰯 621
明治16年 7 月 4 日 喜多村富之助 干鰯 344
明治16年 7 月 4 日 喜多村富之助 青木様分 干鰯 134
明治16年 7 月10日 喜多村富之助 干鰯 496
明治16年 7 月28日 喜多村富之助 青木勘兵衛殿分 干鰯 975 1034.72
明治17年 6 月15日 喜多村富之助 青木勘兵衛殿分 干鰯 401
明治17年 6 月15日 喜多村富之助 青木勘兵衛殿分 干鰯 110
明治17年 7 月 喜多村富之助 青木勘兵衛殿分 干鰯 308
明治17年 7 月 喜多村富之助 青木勘兵衛殿分 干鰯 1402

明治17年 7 月 喜多村富之助 青木勘兵衛殿
干鰯 426

531.25
米 85

記載なし 喜多村富之助 干鰯 308 175.56
明治17年 8 月 7 日 喜多村富之助 青木勘兵衛様分 干鰯 402 843.88

出典：大阪大学経済史経営史史料室所管、近江屋市兵衛家文書、明治 6 年 1 月「買附・売附仕切帳」
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大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
（
三
）

　
　
　
　
目
方
十
七
貫
匁

　
　
　
壱
俵
弐
分
が
へ

　
　

右
之
通
出
情
買
付
申
上
候
、
以
上
、

　
　
　

酉
十
二
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
市
兵
衛

　
　
　
　

奥
三
郎
兵
衛
殿

こ
れ
は
奥
三
郎
兵
衛
に
た
い
し
て
、
近
江
屋
が
赤
巻
糠
五
〇
〇
俵
を
買
付
け
た
こ
と
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
近
江
屋

の
「
干
鰯
買
日
記
」
の
明
治
六
年
八
月
三
〇
日
に
真
瀬
利
兵
衛
か
ら
赤
糠
二
五
〇
俵
と
同
年
一
一
月
二
〇
日
に
柴
屋
善
蔵
か
ら
赤
糠
五
〇
〇

俵
を
買
付
け
て
い
る
記
事
が
あ
る（

（2
（

。
柴
屋
か
ら
の
買
付
け
が
こ
れ
に
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
一
月
五
日
に
喜
多

村
富
之
助
に
た
い
し
て
糠
一
〇
〇
〇
俵
を
買
付
け
た
こ
と
を
報
告
し
た
も
の
に
は
、
対
応
す
る
買
付
け
が
確
認
で
き
な
い
。
同
年
は
二
月

二
三
日
に
中
野
善
蔵
と
真
瀬
利
兵
衛
か
ら
合
計
一
〇
五
〇
俵
の
赤
糠
を
買
付
け
て
い
る
が
、
前
後
し
て
い
る
。
糠
は
東
京
で
は
、
馬
の
飼
料

や
近
郊
の
畑
方
農
村
で
の
肥
料
と
し
て
使
わ
れ
、
堺
に
下
り
荷
の
問
屋
が
あ
っ
て
集
荷
さ
れ
て
い
た（

（2
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
近
江
屋
は
東
京
の
注

文
に
応
じ
て
、
糠
な
ど
を
買
付
け
る
商
売
も
試
み
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

仕
切
り
で
あ
る
が
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
七
月
に
干
鰯
九
七
五
俵
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
で
は
干
鰯
一
一
三
六
俵
、
米

八
五
俵
分
の
仕
切
り
が
残
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
売
附
覚
で
報
告
さ
れ
た
、
売
り
上
げ
の
一
部
が
支
払
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
一
六
年

（
一
八
八
三
）
を
例
に
と
る
と
、

　
　
　

代
〆

　
　
　
　

千
三
拾
四
円
七
拾
弐
銭

　
　
　
　
　

六
拾
弐
円
八
銭
三
り　
　
　
　
　
　
　

仲
買
取
口
せ
ん



九
八

　
　
　
　
　

六
拾
三
円
三
拾
七
銭
五
り　
　
　
　
　

風
走
舟
運
賃

　
　

内　
　

拾
壱
円
七
拾
銭　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
取
賃

　
　
　
　
　

九
円
七
十
五
銭　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
上
蔵
入
仲
仕
賃

　
　
　

代
〆

　
　
　
　
　

八
百
八
拾
七
円
八
拾
壱
銭
二
り

と
あ
り
、
売
り
上
げ
代
金
の
〆
の
後
に
、
仲
買
口
銭
、
運
賃
、
瀬
取
賃
、
仲
仕
賃
を
書
き
上
げ
、
こ
れ
を
差
し
引
い
て
支
払
い
を
行
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る（

（2
（

。
仲
買
口
銭
は
、
代
金
に
た
い
し
て
六
パ
ー
セ
ン
ト
余
と
な
っ
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
場
合
、
近
江
屋
は
仲
買
口
銭
と
は
い
っ
て

い
る
も
の
の
荷
受
問
屋
と
し
て
、委
託
販
売
を
行
っ
て
い
た
。
近
江
屋
は
、喜
多
村
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
干
鰯
を
自
分
荷
物
と
し
て
買
い
取
っ

た
場
合
は
「
干
鰯
買
日
記
」
に
記
帳
し
、
委
託
荷
物
（
送
荷
）
と
し
て
、
大
阪
の
仲
買
に
売
っ
た
場
合
は
、
別
の
帳
簿
に
記
載
し
て
、
売
附

覚
を
出
し
て
喜
多
村
に
報
告
し
、
口
銭
を
取
得
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め

　

以
上
、「
干
鰯
買
日
記
」
を
中
心
に
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
〜
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
ま
で
の
近
江
屋
市
兵
衛
家
の
肥
料
の
仕

入
れ
動
向
を
見
て
き
た
。
明
治
一
一
年
以
降
は
、
帳
簿
の
年
度
が
不
明
確
で
あ
り
、
記
載
も
少
な
く
な
る
の
で
、
ど
こ
ま
で
実
態
を
示
し
て

い
る
か
不
安
な
面
も
あ
る
が
、
一
応
の
状
況
は
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

近
江
屋
の
買
付
け
は
明
治
五
、六
年
に
か
け
て
順
調
に
拡
大
し
、
総
買
付
銀
高
が
明
治
五
年
に
は
四
万
〇
一
〇
貫
目
に
ま
で
の
ぼ
り
、
こ

の
時
期
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
。
同
一
〇
年
ま
で
は
、
ピ
ー
ク
か
ら
や
や
後
退
し
つ
つ
、
こ
れ
が
維
持
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
は
年
度
の
切



九
九

大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
（
三
）

り
目
に
問
題
が
あ
る
も
の
の
、買
付
け
は
減
少
し
て
い
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
に
第
四
十
二
銀
行
が
創
立
さ
れ
て
、

田
中
市
兵
衛
は
そ
の
頭
取
と
し
て
頭
角
を
現
し
た
。
そ
の
た
め
肥
料
商
経
営
へ
の
関
心
が
薄
れ
た
と
い
う
面
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
干
鰯
買
日
記
」
は
仲
買
商
と
し
て
、
肥
料
の
買
付
け
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
買
付
の
中
心
は
松
前
問
屋
（
そ
の
後
荷
受
商
）
で
、

ほ
か
に
新
し
く
で
き
た
商
社
が
中
心
だ
っ
た
。
こ
れ
に
干
鰯
屋
仲
間
（
後
仲
買
商
）
が
加
わ
っ
て
い
た
が
、
仲
買
商
の
比
重
は
低
下
す
る
傾

向
に
あ
っ
た
。
松
前
問
屋
ら
か
ら
の
仕
入
れ
は
入
札
で
あ
る
の
で
、
特
定
の
商
人
と
結
び
つ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
明
治
初
年
は
東
京
の
干

鰯
問
屋
か
ら
干
鰯
・
〆
粕
の
仕
入
れ
が
途
絶
え
て
い
た
の
で
、
宇
和
島
産
の
鰯
〆
粕
粕
の
買
付
け
が
行
わ
れ
、
宇
和
島
問
屋
と
の
取
引
も
行

わ
れ
た
。
ま
た
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
な
か
っ
た
種
粕
や
糠
の
買
付
け
が
大
規
模
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
継
続
は
し
な
か
っ
た
が
、
単
年
度
で

は
相
当
数
に
な
っ
た
年
も
あ
っ
た
。
糠
な
ど
は
一
部
は
、
東
京
干
鰯
問
屋
の
注
文
に
応
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
幕
末
期
に
は
泉
州
堺
と
江
戸

に
糠
問
屋
が
あ
り
下
り
荷
の
取
次
に
あ
た
っ
て
い
た
。
明
治
以
降
は
、
東
京
の
干
鰯
問
屋
も
こ
れ
に
参
入
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。

　

幕
末
維
新
の
変
動
期
に
お
い
て
近
江
屋
市
兵
衛
の
肥
料
買
付
け
は
、
急
速
に
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
は
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

に
と
も
な
い
、
新
し
い
取
引
相
手
と
商
品
も
開
拓
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
こ
れ
つ
い
て
肥
料
販
売
の
展
開
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
、
つ

ぎ
の
課
題
と
な
る
。



一
〇
〇

注（
1
）	

拙
稿
「
大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
」（
二
）（『
東
洋
大
学
文
学

部
紀
要
』
六
八
集
史
学
科
篇
四
〇
号
、
二
〇
一
五
年
）。

（
2
）	『
大
阪
靫
肥
料
市
場
沿
革
史
』（
大
阪
府
肥
料
卸
商
業
組
合
、一
九
四
一
年
）

五
六
〜
五
八
頁
。

（
3
）	「
北
海
産
荷
受
問
屋
組
合
沿
革
史
」（
黒
羽
兵
治
郎
編
『
大
阪
商
業
史
料

集
成
』
六
輯
、大
阪
商
科
大
学
経
済
研
究
所
、一
九
四
〇
年
）
一
二
二
頁
。

（
4
）	

宮
本
又
次
「
田
中
市
兵
衛
」（
同
編
『
上
方
の
研
究
』
清
文
堂
出
版
、四
巻
、

一
九
七
六
年
）
六
一
六
〜
六
三
二
頁
。
な
お
こ
こ
で
は
「
明
治
元
年
に

父
祖
の
業
を
つ
い
で
商
売
を
は
じ
め
」
と
あ
る
が
、
安
政
二
年
の
誤
り

で
あ
る
こ
と
は
、
前
論
文
で
指
摘
し
た
。

（
5
）	

東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
博
物
館
所
蔵
・
近
江
屋
市
兵
衛
家
文
書
四
五

番
、
慶
応
三
年
正
月
「
干
鰯
買
日
記
」
お
よ
び
、
同
五
〇
番
、
明
治
五

年
正
月
「
干
鰯
買
日
記
」
に
よ
る
。
以
下
、
東
洋
大
学
・
近
江
屋
市
兵

衛
家
文
書
何
番
と
略
記
す
る
。

（
6
）	

幣
制
の
混
乱
に
つ
い
て
は
、
作
道
洋
太
郎
『
近
世
封
建
社
会
の
貨
幣
金

融
構
造
』（
塙
書
房
、
一
九
七
一
年
）
五
六
三
〜
五
六
六
頁
。

（
7
）	

東
洋
大
学
・
近
江
屋
市
兵
衛
家
文
書
四
五
番
。

（
8
）	

拙
稿
「
大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
」（
二
）（
前
掲
）。

（
9
）	

大
阪
水
産
物
流
通
史
研
究
会
『
資
料　

大
阪
水
産
物
流
通
史
』（
三
一
書

房
、
一
九
七
一
年
）
八
七
〜
八
八
頁
。

（
10
）	

国
文
学
研
究
資
料
館
所
管
・
祭
魚
洞
文
庫
・
大
阪
干
鰯
商
仲
間
記
録
六
六

番
、
文
久
元
年
六
月
「
記
録
名
前
帳
」、
明
治
六
年
は
『
大
阪
靫
肥
料
市

場
沿
革
史
』（
前
掲
）
五
六
〜
五
八
頁
。

（
11
）	

大
阪
水
産
物
流
通
史
研
究
会
『
資
料　

大
阪
水
産
物
流
通
史
』（
前
掲
）

八
八
頁
。

（
12
）	

高
瀬
保
『
加
賀
藩
海
運
史
の
研
究
』（
雄
山
閣
、
一
九
七
九
年
）
四
一
八

〜
四
一
九
頁
。
谷
本
雅
之
「
一
九
世
紀
、新
川
木
綿
の
発
展
と
衰
退
」（
富

山
大
学
日
本
海
経
済
研
究
所
『
研
究
年
報
』
一
六
巻
、
一
九
九
一
年
）。

（
13
）	「
北
海
産
荷
受
問
屋
組
合
沿
革
史
」（
前
掲
）
一
二
五
頁
。
木
屋
市
郎
兵

衛
は
前
注
『
加
賀
藩
海
運
史
の
研
究
』
で
は
木
屋
市
兵
衛
と
も
見
え
る

の
で
、
市
兵
衛
、
市
郎
兵
衛
が
襲
名
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
14
）	

中
西
聡
『
近
世
・
近
代
日
本
の
市
場
構
造
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
八
年
）
一
三
五
頁
。

（
15
）	

堺
肥
料
糠
問
屋
仲
買
商
組
合
「
商
業
沿
革
調
査
書
」（
大
阪
市
立
中
之
島

図
書
館
所
管
）。

（
16
）	

大
阪
大
学
経
済
史
経
営
史
資
料
室
所
管
・
田
中
市
兵
衛
家
文
書
、
明
治

六
年
九
月
「
干
鰯
買
日
記
」。
以
下
、
大
阪
大
学
・
田
中
市
兵
衛
家
文
書

と
略
称
す
る
。

（
17
）	

石
原
佳
子「
杉
村
家
文
書
─『
久
子
日
記
』を
め
ぐ
っ
て
」（『
大
阪
の
歴
史
』

増
刊
号
、
一
九
九
八
年
）、
荒
木
康
代
「
商
家
経
営
に
お
け
る
主
婦
（
女

主
人
）
と
女
中
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
」（
関
西
学
院
大
学
『
社
会
学

部
紀
要
』
一
〇
七
号
、
二
〇
〇
九
年
）。
石
原
に
よ
れ
ば
、
杉
村
の
次
代

正
太
郎
と
五
代
友
厚
の
娘
久
子
の
結
婚
の
媒
酌
は
田
中
市
兵
衛
が
務
め



一
〇
一

大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
（
三
）

た
と
い
う
。

（
18
）	
拙
稿
「
大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
」（
二
）（
前
掲
）。

（
19
）	
西
野
嘉
右
衛
門
『
阿
波
藍
沿
革
史
』（
西
野
家
蔵
版
、
一
九
四
〇
年
）

三
三
二
頁
。　

（
20
）	

和
泉
屋
は
仲
買
に
も
松
前
問
屋
に
も
見
ら
れ
た
屋
号
で
、
明
治
に
な
る

と
そ
の
ま
ま
、
泉
谷
と
い
う
苗
字
に
姓
を
定
め
て
い
る
。
中
堂
は
明
治

一
一
年
五
月
の
北
海
産
物
問
屋
蔵
支
配
人
名
書
に
「
中
堂
卯
兵
衛
」
と

あ
る
（「
北
海
産
荷
受
問
屋
組
合
沿
革
史
」
前
掲
、
一
二
六
頁
）。

（
21
）	

大
阪
大
学
・
田
中
市
兵
衛
家
文
書
、
明
治
六
年
「
買
附
・
売
附
仕
切
帳
」。

（
22
）	

東
洋
大
学
・
近
江
屋
市
兵
衛
家
文
書
、
五
〇
番
。

（
23
）	

大
阪
大
学
・
田
中
市
兵
衛
家
文
書
、
明
治
六
年
「
買
附
・
売
附
仕
切
帳
」。

（
24
）	

東
洋
大
学
・
近
江
屋
市
兵
衛
家
文
書
、
五
〇
番

（
25
）	

拙
稿
「
近
世
後
期
主
穀
生
産
地
域
の
肥
料
商
と
流
通
」（
東
洋
大
学
東
洋

学
研
究
所
『
東
洋
学
研
究
』
四
七
号
、
一
九
一
〇
年
）。

（
26
）	

大
阪
大
学
・
田
中
市
兵
衛
家
文
書
、
明
治
六
年
「
買
附
・
売
附
仕
切
帳
」。

（
27
）	

同
前
。

（
28
）	

例
え
ば
明
治
五
年
の
第
一
北
海
道
産
物
商
社
の
規
則
で
は
、
仕
切
金
高

の
六
分
が
口
銭
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（「
北
海
産
荷
受
問
屋
組
合
沿
革
史
」

前
掲
、
一
一
六
〜
一
一
七
頁
）。

付
記　

本
論
文
は
二
〇
一
四
〜
二
〇
一
六
年
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
・

「
近
世
の
肥
料
商
と
農
業
経
営
」（
課
題
番
号
二
三
五
二
〇
八
三
二
）
の

研
究
の
一
部
で
あ
る
。
論
文
作
成
に
あ
た
っ
て
、
東
洋
大
学
井
上
円
了

記
念
博
物
館
、
大
阪
大
学
経
済
学
部
経
済
史
経
営
史
資
料
室
、
大
阪
市

史
編
集
所
、
国
文
学
研
究
資
料
館
な
ど
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
協
力
を

え
た
。
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
す
次
第
で
す
。


